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〔
下
　
級
審
　
民
　
訴
　
事

例

研
　
究
　
五
〕

5
　
境
界
確
定
訴
訟
に
お
い
て
甲
地
が
関
係
者
全
員
の
共
有
に
属
し
、
か
つ
、
共
有
者
の
一
人
で
あ
る
被
告
が
甲
地
と

　
自
己
所
有
の
乙
地
と
の
境
界
を
争
っ
て
い
る
場
合
に
は
、
被
告
を
除
く
他
の
共
有
者
全
員
が
原
告
と
な
っ
て
い
れ
ば

原
告
適
格
に
欠
け
る
と
こ
ろ
は
な
い
。

東
京
地
裁
昭
和
六
三
年
六
月
八
日
判
決
（
昭
五
九
⑬
第
六
七

三
五
号
境
界
確
定
請
求
事
件
、
判
例
時
報
一
三
〇
九
号
一
一
八
頁
）

判例研究

〔
事
　
実
〕

　
甲
地
は
も
と
も
と
（
父
）
A
の
所
有
で
あ
っ
て
、
乙
地
は
Y
所
有
で
あ

っ
た
と
こ
ろ
、
昭
和
五
四
年
六
月
二
六
日
に
A
が
死
亡
し
、
相
続
人
で
あ

る
瓦
濁
瓦
Y
が
相
続
に
よ
っ
て
共
有
者
と
な
っ
た
．
甲
地
、
乙
地
が
隣
接

す
る
と
こ
ろ
、
Y
が
境
界
を
争
っ
て
い
る
と
し
て
X
瓦
瓦
が
Y
を
相
手
と

し
て
境
界
確
定
の
訴
を
提
起
し
た
。

〔
判
　
旨
〕

　
主
文
に
お
い
て
瓦
～
瓦
の
主
張
す
る
線
が
甲
、
乙
地
の
境
界
で
あ
る
と

確
定
し
た
上
で
、
判
決
理
由
に
お
い
て
「
な
お
、
隣
接
す
る
土
地
の
一
方

ま
た
は
双
方
が
共
有
に
属
す
る
場
合
の
境
界
確
定
の
訴
は
固
有
必
要
的
共

同
訴
訟
と
解
す
べ
き
で
あ
る
が
、
本
件
の
よ
う
に
、
甲
地
は
原
告
ら
及
び

被
告
の
共
有
で
あ
り
、
か
つ
被
告
に
お
い
て
甲
地
と
被
告
単
独
所
有
の
乙

地
と
の
境
界
を
争
っ
て
い
て
、
原
告
ら
は
被
告
と
共
同
行
為
を
す
る
こ
と

が
で
き
ず
、
し
か
も
原
告
ら
は
甲
地
の
所
有
者
と
し
て
右
境
界
の
確
定
を

求
め
る
べ
き
必
要
性
と
利
益
が
あ
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
る
場
合
に
お
い
て

は
、
甲
地
に
つ
ぎ
被
告
を
除
く
他
の
共
有
者
全
員
で
あ
る
原
告
ら
が
共
同

訴
訟
人
と
な
っ
て
い
れ
ば
足
り
る
も
の
と
い
う
べ
き
で
あ
る
か
ら
、
当
事

老
適
格
に
つ
き
欠
け
る
と
こ
ろ
は
な
い
。
」
と
判
示
し
た
。

〔
評
　
釈
〕

　
判
旨
に
賛
成

［
、
境
界
確
定
の
訴
は
現
行
法
上
明
文
の
根
拠
を
有
せ
ず
判
例
法
に
よ
っ

て
維
持
、
存
続
し
て
い
る
訴
類
型
と
い
え
よ
う
．
即
ち
旧
民
事
訴
訟
法
第

二
二
条
（
大
正
一
五
年
の
改
正
前
）
に
「
不
動
産
二
付
テ
ハ
其
所
在
地
ノ
裁
判

所
ハ
総
テ
不
動
産
上
ノ
訴
殊
二
本
権
並
二
占
有
ノ
訴
及
ヒ
分
割
並
二
経
界

ノ
訴
ヲ
専
ラ
ニ
管
轄
ス
」
と
規
定
し
、
ま
た
裁
判
所
構
成
法
（
明
治
二
三
年

制
定
、
昭
和
一
三
年
廃
止
）
一
四
条
に
は
、
「
区
裁
判
所
ハ
民
事
訴
訟
二
於
テ

1
．
1
9
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左
ノ
事
項
二
付
裁
判
権
ヲ
有
ス
…
…
」
と
し
「
第
二
　
価
額
二
拘
ラ
ス
左

ノ
訴
訟
」
「
＠
　
不
動
産
ノ
経
界
ノ
ミ
ニ
関
ス
ル
訴
訟
」
と
あ
り
旧
民
事

訴
訟
法
に
あ
っ
て
は
経
界
に
関
す
る
訴
を
法
が
予
定
し
て
い
た
も
の
と
い

　
（
1
）

え
る
が
、
旧
民
事
訴
訟
法
、
裁
判
所
構
成
法
と
も
に
廃
止
さ
れ
た
結
果
、

現
在
に
あ
っ
て
は
訴
訟
判
例
法
、
慣
習
法
と
し
て
認
め
ら
れ
る
訴
類
型
と

い
え
る
。

　
と
こ
ろ
で
境
界
確
定
の
訴
の
起
源
は
ロ
ー
マ
法
に
あ
る
と
さ
れ
る
。
ロ

ー
マ
法
に
お
け
る
境
界
の
訴
は
①
境
界
線
自
体
に
当
事
者
間
争
い
の
な
い

場
合
に
境
界
線
よ
り
双
方
二
歩
半
づ
つ
空
地
を
測
量
し
て
境
界
線
上
に
界

標
を
設
置
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
訴
と
、
②
境
界
線
に
争
い
の
あ
る
場

合
に
境
界
線
を
定
め
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
訴
の
二
種
が
存
在
し
て
い
た

と
い
う
．
ま
た
、
こ
の
場
合
に
裁
判
官
は
公
平
の
要
求
す
る
と
こ
ろ
に
従

っ
て
境
界
線
を
定
め
る
と
し
た
．
こ
れ
を
ド
イ
ッ
普
通
法
が
継
承
し
た
結

果
、
ド
イ
ッ
普
通
法
に
お
い
て
も
前
記
二
種
の
境
界
訴
訟
を
認
め
、
当
事

者
間
に
境
界
に
つ
き
争
い
の
あ
る
訴
の
場
合
に
あ
っ
て
は
被
告
が
反
訴
を

提
起
し
な
く
と
も
双
方
提
起
と
し
て
処
理
し
、
原
告
に
理
由
な
く
被
告
に

理
由
あ
る
と
き
に
棄
却
せ
ず
、
被
告
主
張
ど
お
り
の
境
界
を
定
め
る
．
裁

判
所
は
当
事
者
の
主
張
す
る
所
有
権
の
状
態
で
、
所
有
権
の
状
態
不
明
の

と
き
は
占
有
の
状
態
で
、
そ
れ
で
も
不
明
の
と
ぎ
は
共
有
地
の
分
割
方
法

で
境
界
線
を
定
め
る
も
の
と
し
た
。

二
、
し
か
し
て
、
旧
民
事
訴
訟
法
、
裁
判
所
構
成
法
は
一
八
七
七
年
の
ド

イ
ッ
訴
訟
法
を
母
法
と
し
て
制
定
さ
れ
た
こ
と
よ
り
旧
民
事
訴
訟
法
に
い

う
境
界
の
訴
と
は
ド
イ
ッ
訴
訟
法
制
定
当
時
の
境
界
の
訴
の
内
容
を
承
継

し
た
も
の
と
い
え
、
そ
れ
故

　
e
当
初
は
境
界
の
訴
に
は
二
種
類
考
え
ら
れ
て
い
た
が
、
境
界
が
明
ら

か
な
場
合
に
つ
い
て
は
、
そ
の
後
、
明
治
二
六
年
の
民
法
制
定
に
伴
い
、

民
法
二
二
三
条
で
私
人
に
よ
る
界
標
設
置
を
認
め
た
こ
と
よ
り
明
治
二
六

年
以
降
は
境
界
に
争
の
あ
る
場
合
の
み
の
訴
が
残
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　
⇔
訴
の
性
格
と
し
て
も
ロ
ー
マ
法
、
ド
イ
ッ
普
通
法
時
代
の
内
容
を
継

受
し
た
も
の
と
い
え
る
こ
と
よ
り
、
①
両
隣
地
間
の
境
界
を
創
設
的
に
定

め
る
形
成
の
訴
で
あ
る
こ
と
、
②
不
明
な
場
合
は
公
平
の
命
ず
る
と
こ
ろ

に
従
う
、
③
本
質
は
非
訟
で
あ
る
が
民
事
訴
訟
の
形
成
で
行
う
、
④
当
事

者
は
隣
地
所
有
者
同
士
、
⑤
双
方
提
起
と
し
て
処
理
、
⑥
本
権
即
ち
所
有

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

権
の
訴
と
は
別
の
訴
で
あ
る
と
し
て
我
国
に
移
入
さ
れ
た
も
の
と
い
え
る
。

三
．
こ
の
よ
う
な
型
で
移
入
さ
れ
た
境
界
確
定
の
訴
の
内
容
・
性
質
は
多

少
の
曲
折
は
あ
っ
た
も
の
の
大
審
院
時
代
の
判
例
に
よ
り
再
確
認
さ
れ
る

こ
と
と
な
る
。
即
ち

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

　
e
当
初
確
認
訴
訟
と
解
す
る
判
例
も
存
し
た
が
、
そ
の
後
形
成
訴
訟
と

　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）

解
す
る
こ
と
で
確
立
し
た
．

　
⇔
当
事
者
は
隣
地
所
有
者
の
み
で
あ
る
と
し
、
借
地
権
者
は
否
定
さ
れ

（
5
）

た
。

　
㊧
か
っ
て
は
所
有
権
と
併
せ
て
境
界
を
争
う
と
き
は
当
事
者
双
方
の
主

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
）

張
範
囲
に
限
定
さ
れ
る
と
し
た
が
、
そ
の
後
当
事
者
の
申
立
に
拘
束
さ
れ

　
　
　
　
　
　
　
（
7
）

な
い
こ
と
で
確
立
し
た
．

　
そ
し
て
こ
の
立
場
は
戦
後
の
最
高
裁
に
よ
っ
て
も
引
き
継
が
れ
今
目
に

至
っ
允
と
い
え
よ
う
。
却
ち
、

120



判例研究

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
）

　
e
所
有
権
訴
訟
と
は
別
個
で
且
つ
形
成
訴
訟
説
に
立
ち

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
9
）

　
⇔
地
上
権
者
、
抵
当
権
者
の
当
事
者
適
格
を
否
定
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
0
）

　
㊧
共
有
地
に
つ
い
て
境
界
確
定
の
訴
は
固
有
必
要
的
共
同
訴
訟
だ
と
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
n
）

　
四
当
事
者
の
申
立
に
拘
束
さ
れ
な
い
と
す
る
の
で
あ
る
．

四
、
学
説
に
あ
っ
て
も
大
審
院
、
最
高
裁
と
一
貫
し
て
形
成
、
確
定
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
2
）

き
た
判
例
理
論
と
基
本
的
に
同
一
の
立
場
が
通
説
と
い
え
、
境
界
確
定
の

訴
を
所
有
権
訴
訟
の
意
味
を
付
与
し
よ
う
と
す
る
説
は
存
在
す
る
も
の
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
3
）

未
だ
通
説
に
変
わ
る
勢
い
は
存
し
な
い
も
の
で
あ
る
。
沿
革
上
よ
り
考
え

て
も
境
界
確
定
訴
訟
は
所
有
権
訴
訟
と
別
個
の
類
型
と
し
て
成
立
し
、
そ

の
後
の
判
例
の
積
重
ね
に
よ
り
内
容
が
確
立
し
た
も
の
で
あ
り
、
且
つ
こ

の
訴
に
よ
り
現
実
の
解
決
機
能
を
十
分
果
し
て
い
る
こ
と
よ
り
考
え
れ
ば
、

あ
え
て
こ
の
訴
類
型
を
否
定
し
又
は
無
理
に
所
有
権
訴
訟
に
組
み
込
む
必

要
は
な
く
、
判
例
法
上
の
訴
と
し
て
肯
定
す
べ
き
も
の
と
い
え
る
。

五
、
こ
の
立
場
よ
り
考
え
れ
ば
境
界
確
定
の
訴
に
お
け
る
当
事
者
は
い
ず

れ
も
隣
地
所
有
者
に
限
定
さ
れ
、
そ
れ
故
一
方
が
共
有
状
態
に
あ
る
と
き

は
、
共
有
者
全
員
を
も
っ
て
始
め
て
一
つ
の
所
有
権
者
と
な
る
こ
と
よ
り

固
有
必
要
的
共
同
訴
訟
と
す
る
前
記
判
例
（
注
1
0
の
判
例
）
は
正
当
な
も
の

で
あ
る
。

六
、
と
こ
ろ
で
本
件
の
よ
う
に
共
有
者
の
一
人
が
隣
地
単
独
所
有
者
を
兼

ね
る
と
き
、
如
何
に
す
べ
き
で
あ
ろ
う
か
、
考
え
ら
れ
る
見
解
と
し
て
は

①
共
有
者
の
一
人
が
原
告
及
び
被
告
を
兼
ね
る
型
、
②
不
適
法
と
す
る
、

③
そ
の
者
を
除
い
た
共
有
者
の
み
が
相
手
方
と
な
る
．
の
三
種
で
あ
ろ
う
．

し
か
し
②
は
隣
地
と
の
境
界
を
確
定
す
る
こ
と
が
土
地
の
管
理
、
処
分
等

の
た
め
に
必
要
で
且
つ
利
益
が
存
す
る
に
も
拘
ら
ず
法
的
確
定
の
手
段
を

閉
す
こ
と
は
不
当
で
あ
る
．
他
方
共
有
者
の
一
人
が
原
、
被
告
双
方
の
地

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
4
）

位
を
兼
ね
る
こ
と
は
当
事
者
対
立
原
則
に
反
す
る
こ
と
よ
り
、
本
件
の
如

く
他
の
共
有
者
全
員
が
共
同
訴
訟
人
と
な
っ
て
い
れ
ば
足
り
る
と
す
る
③

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
5
）

で
処
理
す
べ
き
と
考
え
る
。
本
件
と
同
旨
の
高
裁
判
決
も
あ
り
、
ま
た
組

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
6
）

合
関
係
存
在
確
認
訴
訟
に
つ
き
同
様
の
判
例
も
あ
る
こ
と
よ
り
本
判
旨
は

正
当
な
も
の
と
考
え
賛
成
す
る
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
平
成
二
年
二
月
三
日
稿
）

（
1
）
　
更
に
い
え
ば
昨
今
境
界
確
定
の
訴
を
所
有
権
確
認
訴
訟
と
し
て
理
解
し
よ

う
と
す
る
説
も
存
す
る
が
、
少
く
と
も
旧
法
当
時
は
本
権
（
所
有
権
）
と
境
界

　
の
訴
は
元
々
別
の
も
の
と
考
え
て
い
た
こ
と
が
分
る
。
裁
判
所
構
成
法
で
「
経

　
界
ノ
ミ
ニ
』
と
す
る
の
も
本
権
（
所
有
権
）
と
は
切
り
離
し
た
「
経
界
」
の
み

　
の
訴
を
予
定
し
て
い
た
も
の
と
い
え
る
。

（
2
）
　
以
上
は
雑
本
「
経
界
ノ
訴
ヲ
論
ス
』
民
事
訴
訟
法
の
諸
問
題
七
九
以
下
、

　
村
松
・
境
界
確
定
の
訴
（
増
補
版
）
四
四
以
下
に
よ
っ
た
。

（
3
）
　
大
判
大
四
・
五
・
一
五
、
民
録
一
二
－
七
〇
五
、
大
判
大
七
・
一
二
・
六
、

　
民
録
二
四
－
二
二
九
二
、
大
判
大
九
・
七
・
六
、
民
録
二
六
－
九
五
八
等
。

（
4
）
　
大
判
大
一
〇
・
三
・
五
、
民
録
二
七
－
四
一
一
、
大
判
大
一
〇
・
五
・
二

　八、

民
録
二
七
ー
一
〇
〇
三
、
大
判
（
連
）
大
一
二
・
六
・
二
、
民
集
二
－
三

　
四
五
、
大
判
昭
一
一
・
三
・
一
〇
、
民
集
一
五
ー
六
九
五
等
。

（
5
）
　
大
判
大
一
〇
・
五
・
一
六
、
民
録
二
七
ー
九
二
三
、
大
判
昭
一
〇
・
二
丁

　
一
〇
、
民
集
一
四
－
二
〇
七
七
。

（
6
）
　
大
判
大
四
・
五
・
一
五
、
民
録
一
二
－
七
〇
五
、
大
判
大
九
・
三
・
四
、

　民

録
二
六
－
1
二
三
四
。

（
7
）
　
大
判
（
連
）
大
一
二
・
六
・
二
、
民
集
二
－
三
四
五
、
大
判
昭
一
一
・
三
・
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一
〇
、
民
集
一
五
ー
六
九
五
、

（
8
）
　
最
判
昭
四
三
・
二
・
二
二
、
民
集
二
二
i
二
－
三
七
〇
．

（
9
）
　
富
山
地
判
昭
四
一
・
五
・
三
一
、
下
民
一
七
－
五
、
六
－
四
五
九
、
岡
山

　
地
判
昭
四
二
・
四
・
一
九
、
ジ
ュ
リ
四
一
六
i
三
。

（
1
0
）
　
最
判
昭
四
六
・
一
二
・
九
、
民
集
二
五
i
九
ー
一
四
五
七
。

（
1
1
）
　
最
判
昭
三
八
・
一
〇
・
一
五
、
民
集
一
七
－
九
ー
一
二
二
〇
。

（
1
2
）
　
雑
本
・
前
掲
、
兼
子
・
体
系
一
四
六
、
三
ケ
月
・
民
事
訴
訟
法
（
講
座
）

　
五
三
、
中
野
ほ
か
講
義
四
三
、
新
堂
・
一
四
六
、
村
松
・
前
掲
五
七
、
畑
「
境

　
界
確
定
訴
訟
」
特
別
講
義
民
訴
二
二
〇
、
中
田
・
民
訴
判
例
研
究
七
一
、
谷

　
口
・
口
述
民
訴
五
六
等
。

（
1
3
）
　
小
室
「
境
界
確
定
訴
訟
の
再
検
討
」
中
村
古
稀
、
花
田
「
土
地
境
界
確
定

　
訴
訟
の
機
能
」
不
動
産
法
体
系
W
、
宮
川
「
境
界
確
定
手
続
の
純
化
に
つ
い
て
」

　
吉
川
追
悼
ω
等
。

（
14
）
　
中
野
ほ
か
・
講
義
九
三
は
当
事
者
の
一
方
が
他
方
の
共
同
訴
訟
人
の
一
人

　
と
な
る
こ
と
は
当
事
者
対
立
の
原
則
に
反
す
る
と
明
言
す
る
。

（
1
5
）
　
大
阪
高
判
昭
五
七
・
二
・
二
六
、
判
タ
四
六
七
－
一
一
五
。

（
16
）
　
組
合
関
係
存
否
確
認
の
訴
で
被
告
は
組
合
員
全
員
の
固
有
必
要
的
共
同
訴

　
訟
と
解
さ
れ
て
い
る
が
（
我
妻
・
民
法
講
義
隔
八
〇
六
，
三
ケ
月
・
全
集
二
一

　
八
等
）
、
紀
合
員
の
一
人
か
ら
の
組
合
関
係
存
在
の
訴
に
あ
っ
て
は
他
の
緯
合

　
員
全
員
が
被
告
と
な
る
と
す
る
（
大
判
昭
三
・
六
・
二
一
、
民
集
七
ー
四
六

　
三
）
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
豊
泉
　
貫
太
郎
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